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伝統の継承と発展
一 モ ーイラ ・ヴ ァッカンツィーの 哀 歌(そ の1)一

春 木 孝 子

1.ア イルランド語で書かれた詩 と英訳の対訳名詩選集

1993年 に出版されたポエ トリー ・アイルランド・レヴュー(PoetryIre-

landReview)の39号 は 「アイルラン ド語で書かれた現代詩」 と題 した特

別号である。そこに、グレゴール ・オ ドゥイル(GreagoirODuill)は 「希

望への果てしなき根拠?今 日のアイルランド詩について」と題する論

文で、そのころアイルラン ド語で書かれた詩がルネッサ ンスとも言 うべ き

活況を呈 していた情況に疑問を投げかけた。オ ドゥイルの疑問は主にアイ

ルラン ド語で書かれた詩に英語による対訳付きの詩集の出版があいついだ

ことが果たしてアイルランド語の詩にとって喜ばしいことであろうか、 と

いうことにある。オ ドゥイルの関心事は次のようなものである。「アイル

ラン ド語で書いている詩人達は、英語の訳詩ではどうなりそうかを確かめ

るために、ますます頭を後ろ向きにして想像力 を走行させ ようとする誘惑

に駆 られている。詩人は自分で訳をする場合 もあれば、他の人が訳をする

場合 もある。訳者のアイルラン ド語の能力が限られていることが多々ある

ので、訳詩 と言われるものが実は詩人自身が詩の内容を散文で書いた もの

を基として、詩人が訳者に説明するために話 し合 ったうえで、訳者が独創

性をもって韻文に直す とい うことも起 きる。(中 略)こ うい う風に芸術に

携わる政府 関係者、編集者、同業の詩人たち、そ して読者が英語で書かれ

た訳の方 をより高 く位置づ けようとする強い傾向は、アイルラン ド語で書

いている詩入たちの技巧その ものまた、 自己確立性 までもを損なってしま
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うという結果しか もたらさないのである。」(1)

ここで問題とされているのはまず訳の質についてである。詩人自身が訳

をすることもあるが、訳者 に依頼す ることもある。訳者 に依頼 した場合、

アイルランド語力の弱体化 とい う現在の状況のせいで、詩人が意味を散文

で伝えてそれを訳者である詩人が想像的な英詩にするということが往々に

してあるわけである。そうい うことがあま りにまか り通 り過 ぎると、英語

の読者のほうがなんといって も多いのであるか ら、原詩よりも英語の訳の

ほうが重視されることになりかねない。特に、アイルランド語のほうが一

段下の階級の者たちの言語であるという歴史的な刷 り込みがなされている

国においては、そして、経済的な後ろ盾がな く存続価値でみれば脆弱な立

場にあるアイルランド語 という媒体を用いた場合、英語の優勢的な立場 は

ますます、アイルランド語で創作する詩人たちの立場を脅かす ものにな り

かねないと推察することは、アイルランドの事情 を知る者には難 しいこと

ではない。そ うであればオ ドゥイルが指摘するように、英語との対訳版で

のアイルラン ド語詩集の最盛期を迎えたかの様な状況はかな らず しも、多
巳

くの評者たちが述べ ているように諸手 を挙げて歓迎すべ きものではない と

いう観点も正論であると言えよう。

対訳版を出す とい うことで英語の優勢を認めると、アイルランド語その

ものの主体性、独 自性が失われ、英語とい う媒体の内容的な影響 を受ける

ということにもつながる。さらに、同 じ論文でオ ドゥイルは次のような指

摘 をしている。「もっと危惧すべ き事実は、アイルランドの創造的な精神

が詩 という形で表わ されるとき、 より大 きな言語共同体 によって望まれて

いる紋切 り型 を使 うことを受け入れて しまった ということである。」(2)こ

こでオ ドゥイルの言 う 「より大 きな言語共同体」 というのは もちろん英

語 を生活言語 としている共同体を意味する。彼の言うように英語 という媒

体に置き換えたとき、それはもはや英語 という表現媒体 としてだけでな く

表現の内容そのものに変化を加えることであり、英語 としてより好 ましく、

より受け入れられ易 く、より効果が上がることに重点が置かれるようにな

るのは必然であろう。
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オ ドゥイルの疑問であ り、また筆者 自身が疑問として感 じていたことは、

つまり一言で言えば対訳の詩集による評価は本当にアイルラン ドの詩の真

価を反映 しているものであろうか、ということである。結果的に詩人は英

語の読者や出版社受けを意識することになる。出版 されなければ、 また、

読んでもらえなければ、詩 としては存在しないにも等 しいわけであるから、

訳で伝わる部分を否定するわけではない。マイケル ・ハー トネ ットによれ

ば、17世 紀後半か ら18世紀前半のゲール語の詩人オーガン ・オラヒレのよ

うに、フランク ・オコーナーの訳詩に 「声」を見いだしたような例 もあ

る。(3)日本語というどちらかといえば少数者 の言語文化圏に育った私 自身

も、英語に訳されて初めて日本以外の国々で高 く評価 された日本の詩人た

ちのことや世界各国の詩人たちの訳を享受 してきた歴史を考えれば、訳は

それな りの意味があると考える。

しか しなが ら、 日本語は存続の危機に瀕 していない。アイルランド語そ

して文化は存続の危機に直面 していることを合わせて考えるならば、対訳

詩集、特に、英語 との対訳詩集の盛んな状況だけを持ってして諸手をあげ

て未来への輝か しい基盤がで きたとは言えないだろう。

詩の評価が訳そのものの評価 と等価になる危険について考えるために、

この小論では、モーイラ ・ヴァッカンツィー(M甜reMhacantSaoi)と

いう詩人の詩を取 り上げてみたい。ヴァッカンツィーは詩人 自身が英語訳

をい くつかの選集でつけているが、実をいうと少 し古臭 くあま り惹かれる

詩 と思えなかった。 しかし、アイルランド語で読むとその端正な詩型に挑

むかのような内容 とのせめ ぎが興味深 く感 じられるようにな り、あまり読

まれない詩人ではあるものの読むべきものがあると思うようになった。特

に、 ヴァッカンッィーはアイルラン ドの女性の特権 といわれる 「哀歌」の

伝統 を受け継ぎなが らも、彼女 自身の個性 を盛 り込んで 「哀歌」 という形

態 を発展 させた詩を書いている。その点を検討するために、以下、ヴァッ

カンツィーのアイルラン ド語の詩について、哀歌の伝統、そ してヴァッカ

ンッィーの哀歌 についてという川頁に見て行 きたい。
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II.ヴ ァッカンツィーとアイルランド語の背景

モーイラ ・ヴァッカンッィーは1922年 ダブリン生まれであるが、幼少の

ころか ら毎年ゲールタハ ト(日 常生活をアイルラン ド語で生活 してい る

人々が80%以 上の地域)で あるケリー地方で数ヶ月を過 ごし、その地のア

イルラン ド語で詩作する詩人である。アイルランドでは詩人は家系に引 き

継がれることが多 く、彼女の叔父ポー ドリック ・デ ブルン(Padraigde

Brun)も 詩人である。1970年 代以降 コーク大学のイ ンチ(lntti)と い う詩

の雑誌で活躍 したアイルランド語の詩人たちよ り一世代前の詩人である。

ヴァッカンツィーは1991年 に初めて対訳の形で出版 されたヌアラ ・ニゴ

ーニル(NualaNiDhomnaill)の 詩集、『ニゴーニル選詩剰(SelectedPo.

ems:RoghaDanta)に 序文を書いている。 もともと、私が彼女に興味 を

そそられたのは、この序文からであったか もしれない。ニゴーニルの詩 を

手離 しで礼賛 しているものの、先輩の詩人 としての彼女 自身の考 え方が明

快に語 られていて、丁寧に読みまた、ヴァッカンツィーを読み進むにつれ

て、ニゴーニルのことを説明 しながら本人のことも語 られていることに気

づ く。「ヌアラのアイルランド語は百歳 くらいの祖母達に育てられた子供

たちのアイルランド語であ り、それは生 き延びたことが奇跡であるような

アイルランド語である。」(4)ニゴーニルが詩 に用いるアイル ラン ド語が古

い形を留めているという事実を述べているわけだが、ひいてはそうい うア

イルラン ド語であることが分かるヴァッカンツィー自身のアイルランド語

に対する言及でもあると考えられる。少な くとも彼女にとっては祖母達で

はな く、 もう一世代近いアイルランド語であるはずである。㈲ また、ニゴ

ーニルがアイルランドの文化を受け継いだ奔放な性の主題をおお らかに恥

らうことな く取 り上げていることを高 く評価 しつつ、さらに以下のような

言及がなされる。「ヌアラは、 もう一つのあの偉大なゲール語における主

題、つま り、死 という主題に取 り組 むにはまだ若い。」⑥ この言葉 にはま

ず、アイルラン ド語 という言い方ではな くゲール語という言葉が使われて

いることで伝統を受け継 ぐものの意志が明確に表され、また、ゲール語で

長年書いてきた一 日の長があるという自負が感じられる。i7)
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その自負を 「ゲール社会における詩人の役割」 と題する論文において垣間

見ることができる。その論文で、ヴァッカンツィーは 「ゲール語の詩にお

ける最大の特徴は、非個人性 という慣習、つまり、客観的な慎み深 さに厳

格であったこと」 とし、さらに言っている。「社会的に認められた感情や

概念だけを声にす ることが出来るのであって、告白とは完全 に相対す るも

のであ り、一人称で書かれる場合でも殆 ど必ず劇的な情況の中の或る人物

という形式が取 られた。そ して、この一般的に言える特徴は、ごく周縁の

例外を除いて、アイルラン ド語で書かれた文学全体にも言えることであっ

て、それは私の世代の人たちまでは全員 とは言わないまでも、そうであっ

たのである。」(8)そ れでは伝統 を受け継いでいるという自負 を持つ ヴァッ

カンッィー自身の 「死」 という主題に対する取 り組みに興味が深まるので

あるが、その前 に、「死」を取 り扱 った伝統 とはどの ようなものか という

ことを考えてみたい。

皿.死 者への哀歌におけるアイルラン ド詩の伝統

「死」という主題を取 り上げるときm身 近なのは死者を悼む詩である。

アイルランド詩における死者への哀歌の伝統 についてブレンダン ・オマ ダ

ガンが簡潔にまとめているのでそれを引用す る。「アイルランドの伝統で

は死者を悼むとい う詩形式が幾種類かある。第一に、死者の身体が横たわ

っている場所で 「泣 き女」 によって歌われる、英語ではkeen、 アイルラン

ド語ではcaoineadhと 呼ばれる哀歌の伝統がある。その中で現存するもの

として傑出した詩は1773年 の 「アー ト・イーリーレの哀歌」である。第二

に、詩作 の教育 をうけた吟唱詩人が書いたマラブナ(marbhna)と いうジ

ャンルのものである。この形式は宮廷詩人たちが音節の韻律を守って書い

た挽歌で十七世紀 まで伝わった。第三は、十七世紀以降にダーヒー ・オブ

ルァダーやオーガン ・オラヒレなどとい う詩人によって強勢で数える韻律

で書かれた詩作の教育を受けた り、少 し教育 を受けたもののマラブナであ

る。彼 らは、吟唱詩人たちの伝統 を守ろうとした詩人達であった。そ して、

第四が死 を歌った詩で、1828年 に書かれたアナーッハ ・クァンというよう
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な詩がある。この形式は普通は溺死のような或る印象的な悲劇 を追憶する

という形を取るが、直接、葬式の一部 となるようなものではなか った。」(9)

さらにレイチェル ・プロムヴィッチによる説明を加えるならば、第一 の

形は 「「泣 き女」は泣き喚 くことが中断されると、死者や残 された家族 を

褒め称えた り、あるいは死者の敵を非難するないようの即興の葬送歌 を歌

うことが よくあった。そして、 この形式は第二、三のような威厳のある公

的なマラブナとは区別 されなければならない。マラブナはあくまでも死者

の家族をなん らかの関係を持っている職業詩人が書いたもので、おそらく

葬式が終わった後に発表されたからである。」(10)

そ して、ここで触れなければならないのは、第一の形が女性の特権であ

ったことである。モーり一ン ・マーフィーによれば、「伝統的にアイルラ

ン ドの田舎では詩作においては性別の分配がなされていた。英雄詩(fionn-

scealta)は 男性の特権であ り、死者へ の哀歌(caointe)は 女性の特権 で

ある。」(11)というわけで現代 においても女性が哀歌を詩にすることの方が

多いのであるが、ただ し、伝統との関連には個人差が大 きい。その中で も

伝統を意識 している詩人 と言えるヴァッカンツィーの哀歌はどのようなも

のであろうか。

IV,ヴ ァッカンツィーの哀歌

ヴァッカンツィーの哀歌は、伝統を引 き継 ぐ詩人の役割を意識 した古典

的な側面 を保 とうする面が内容的にも技巧的にも強い。「精巧な」 と批評

家に言わ しめるゆえんであるが、しか しそのなかに現代的なあるいは個人

的な感情をいかにして盛 り込むかとい う点で緊張をはらんだ詩になってい

て、かならず しも伝統一点張 りではない。(12)ヴァッカンツィーは、lggg

年 に 『シ ョア とその他 の詩』(ShoaagesDantaEile)と いう詩集 を10年

振 りに出版 してその健在振 りを示 したが、以下のこの小論においては、そ

れ以前の詩をまとめた1987年 出版の詩集 『今 まで』(AnCionGoDtiSeo)

のなかに収められた哀歌のなかか ら五つ選んで彼女の哀歌の発展の様子を

見ていく。
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「哀歌」(℃aoineadh')と 題された詩は詩集 『今 まで』の冒頭 を飾る詩

である。若い女性が亡 くなってその身体が狭い場所に横たわっているその

場で詩人は嘆き悲 しんでいるが、言葉は凝縮 されて少ない。(13)

Glorgoilaranngaoith

Isbratsineliathaighspeartha,

Isedobaillefaginalui

Inacaoluaighthonginahaonar.

Tiocfaidhanleoithnebhoganiar

Isanduilliururarlomagheaga,

Lionfaidhreiseireoidhgrian,

Inagcursasiortriallfaidhrealta

Isasangcretoosacionn,

Asahuchtgeal,asacaomhchorp,

Triaoibhanlaeisdeoraonndracht,

Trifhodaniosfasfaidhfeara‐

Achchoichenicumfarceolceart,

Feasta,nacaoinv6arsa;

Cailleannanoisancroianeart,

Isanmheabhairghlic,cailleannaheifeacht.(11}

風には泣き声

雨のマントが空を灰色に曇らせた

あの娘、美しかった娘を横たわらせたままにせよ

その狭い墓に一人で

そよ風は再び洒から吹き

木の葉も枯れ木に新 しく

月も満ち、太陽も昇り

星たちも永遠の周期を動くだろう
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そして彼女のうえの土 くれから

彼女のしろい胸から、美しき身体から

輝ける昼と露のしずくを通して

大地を通して、草が芽を出すだろう

そ れ なの に、 もはや真 の音 楽 はな く

妙 な る詩 が作 られ るこ と もな く

もはや、 そ の心臓 は力 を失 い

そ して、 軽 やか に駆 けめ ぐる精 神 は生気 を失 う(14)

ここで風が泣き、空が曇るのは、「感情的虚偽」 と呼ばれる無生物に感

情を与える詩の技巧ではない。ハー トネットがオブルアダーの哀歌につい

て述べたのと同様 にそれは、「中世よ りももっと遡 って全ての存在 に生が

あったケル トの考え方に行き着 くのである。」(15)この美 しく若い女性の死

も自然の運行 を留めることはないし、時 とともに彼女の肉体その ものも自

然に還元 され、自然の運行に加わることになるのも伝統的である。しか し、

最後の連で嘆かれる喪失感、彼女と共に失われた物の大きさの表現は、「も

はやこれか らはない」(choiche)と 「いまか らはもうない」(feasta)、 「失

われる」(cailleann)の 繰 り返 し、そして、1行 目と3行 目の脚韻 とい う

音 と内容の単純な列挙によるだけに、若 さの喪失 とも相まってこの簡潔さ

の持つおさえた嘆きとなっている。

パイプの 「王者」のシェイマス ・エニシュを偲 んだ 「万物の涙」(`Sunt

LacrimaeRerum')と 題された哀歌では、その死 を悼んで、妖精まで もが

号泣する。

Sianaflagsiofrai,geim血reataangheoin,

Caoigholagsimhnaibhfogusisf6s

Siargorinnduimhche,aDhoinn,scaoilansceol.(111)
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妖 精 の泣 き声、 冬の つめ た さ

嘆 き悲 しむ声 は、近 くに、そ して

は るか遠 く砂丘 まで 。 ドー ン神 よ、 この知 らせ を知 ら しめ よ。(16)

アイルランドのパイプは風を吹き込んで鳴 らすわけで無生物が一緒に泣 く

のは現代でもそれほど奇異には感 じられないのであるが、超 自然までもが

加わると 「王者」とまで高みに持ち上げ られた音楽家の並 々な らない音色

が想像される。

伝統的には妖精たちはこのように素晴 らしいパイプ演奏者であると自分

たちの領土にその人をさらってい くのであるが、 この詩では妖精たちから

もエニシュは姿を消 して しまう。また、 さらにこの詩には古代アイルラン

ドの死の神である 「砂丘の ドー一ン」のみな らず、神 々が集った宮殿 と信 じ

られているボイン川の墳墓、そして、ギリシア神話のオルフェウスへの言

及もあり、エニシュはパイプの王者だけでなく神 々と同座の永遠の命を与

えられている感がある。(17)

詩の言葉が もつ力への信頼は次の詩 「1584年審問」(`lnquisitio1584')

からも伺える。

Sabhliainsind'aoisArdTiarna

Chuigcheaddeagcheithrefichid,

Nobliantabeagainadhiaidhsin,

SeanmacEamoinnethicUilig

LamhleSionainndocrochadh‐

LambleSionainnnascuainte

ILuimnigh,cathairnastaire,

SeanmacEamoinnethicUilig

AniaropharoisteMharthain,

BathaoiseacharBhaileanFhianaigh.
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Tr壱 訊5趾nchoir、1S丑01且11匹 芒

DOthug且 曲 肛1廊mh呂tmin呂`肛a;

Isanoi5f6bhunChru且oh団h証rlh甜n

Nr■{:紬i■「]rL止1n{診ま:e≡illar訊ainm辱

Fi〔io6rbhadfobhrlif¢a呂aohalln..,

N亘moo曜T己clldoぬ 岨[1.

ASh・ 首i・lmhi面n臨nmhi君uili耳,

Arbhr性aohn窺3i曲n飢11110mOjr巳

Nu証ir5h`idεann呂 旺o由6【1bhfa】 ・raig{a

Aniar6d己h已an岨rd面 ¢hni凱{26〕

紀 元

千五 百八 十年

あ るいはそ れ よ り少 し後 に

ショー ン ・マ ッキー モ ン ・ヴ ィッキ リグの

績 甫刑 が シャノ ンサ イ ドで あった

歴 史あ る リム リックの

鳥 た ちが集 ま る シャ ノ ンサ イ ドで

シ ョー ン ・マ ッキー モ ン ・ヴ ィッキ リグは

マ ール タン教 区か ら出て きて

パ リー フ イアニー の指 導者 だ つた

if義 を求め る 辰逆 で、

彼 の 土地 は よそ者の 手に渡 って しまった

ク ルア ッハ ・マー ル タ ンの裾 野 に は

彼 の 名前の 記憶 さえ も残 っ てい ない

名字 で さえ も知 りよ うが ない

甲安 を乱す な

シ ョー ン ・マ ッキー モ ン ・ヴ ィッキ リグ

大 い なる シ哩・ノ ン川 の土 手に
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あなたの生まれた土地から

海から風が吹いてきても

リムリックというアイルランド西部にある町で絞首刑になったケリー県

出身の男への哀歌である。反逆の蜂起をしたためよそ者である支配者に土

地を奪われたため教区の記録に名前 も残っていない。 しか しなが らここで

3回 繰 り返すことで、彼の名前は永遠にこの詩に記録 され、記憶されるこ

とになる。ゲール社会であった過去において詩人の役割は記録者でもあっ

た。女性の特権であるその場で死者を悼む哀歌 と違って、過去の歴史上の

人物を哀歌にすることは記録者としての役割を意識 しているのであろう。

モーリーン ・マーフィーによるとこの詩が1583年 に鎮圧された歴史上に残

るデズモ ン ド伯の反乱のことに言及 してい るのは明白である。(18)伝統的

な哀歌においてはこういうとき、彼をこうい う目に遭わせたよそ者たちを

非難し、批判 し、呪いの言葉をかけた りするのだが、 この詩でヴァッカン

ツィーは、男に 「平安を乱すな」 と呼びかけている。生 きた証 しをどこに

も留めない死者への鎮魂歌としてもこの詩は機能 しているのである。

以上の詩は非個人的という観点においても、どちらか と言えば伝統的な

詩であるが、ヴァッカンツィーの詩の発展 は個人的な感情を交えたところ

にあると思える。次 回 「モー イラ ・ヴァッカンツイーの哀歌(そ の2)」

では、その観点から「海の収穫」(`F6mharnaFarraige')と 「母の死」(`Bas

moMhathar')を 取 り上げて論 じたい。

V.結 論

現在 なお、アイルランド語という言語媒体にこだわって詩を書 きつづけ

ている詩人がアイルランドには数多 くいる。その中にはビディ ・ジェンキ

ンソンのように自分の詩が英語に訳されることを堅 く拒 んでいる詩人 もい

れば、訳者が居ない詩人もいる。理由はどうであれ、英語 という大国の言

語媒体によってより知 られることが少ないというだけの理由で同じ国のな

かで、その存在がよ り低 く評価 されることだけは避けられるべ きであると
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考える。日本においては英語を通して紹介 されることが必然的になってし

まうと、その状態にさらに輪をかけた状況になりかねない。英語ではな く

アイルランド語を詩作の表現媒体 として選んだ詩人の思い、そ して、アイ

ルラン ド語で書かれた詩の歴史が後にあるとい うことを念頭において、詩

の受容が 日本で も進められることを願いたいものである。

注:本 稿 は、2003年12月 京都 大学 に於 け る 「ア イル ラ ン ド詩 の 会」 で 口頭発 表

した ものに基 づ いた もので あ る。 貴 重 な ご助 言 、 ご教 授 を頂 い た佐野 哲朗 、

谷 川 冬 二、梨 本 邦 直 の各 先生 方 のみ な らず 、今 まで4年 間励 ま し と刺激 を

頂 いて い る 「ア イル ラ ン ド語 の会 とア イ ル ラ ン ド詩 の会 」 の仲 間 に感謝 の

念 を表 したい。

1`InfiniteGroundsForHope?:PoetryInIrishToday'byGreagoirODuill ,

inPoetryIrelandReview,no.39,1993,p.11-12.

(2)同 上 、12頁 。

(3)`WrestlingwithOBruadair'byMichaelHartnett,inPleasuresofGaelic

Poetry,ed.bySeanMacReamoinn(London:AllenLane),1982 ,p.73.

(4)NualaNiDhomhnaill,SelectedPoems:RoghaDanta,translatedbyMi-

chaelHartnett(Dublin;TheRavenArtsPress)1991 ,p.9.
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Coη ∫do況∫πθ∬,ed.byRobertO'Driscoll,DolmenPress ,1982,p,243に は 、
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述 べ られ て い る 。MaineCruiseO'Brienは 、MaineMhacantSaoiの 別 名 。

(6)前 出 、SelectedPoems:RoghaDantaの10頁 。

(7)特 に 定 説 が あ る わ け で は な い が 、 十 八 世 紀 末 に ゲ ー ル 社 会 が 崩 壊 し、 十 九
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